
(57)【要約】

【課題】取付け・交換時の光源ランプの輝度に対応した

制限値で出力最大光量を制限することにより、中輝度又

は低輝度ランプにおいて照明に必要な輝度が得られる寿

命を延ばす。

【解決手段】照明光用の光源ランプ３８を有する光源装

置１３、挿入部１０Ａの先端部の発熱を抑制するために

上記光源装置１３から出力される最大光量を制限する絞

り３６及び絞り駆動回路３７を含む内視鏡装置で、取付

け・交換した光源ランプ３８の照度データをキーボード

１５にて入力すると、この照度値をｘとする、ｙ＝０．

３７５ｘ－１０１．２５の演算式にて制限値（割合）ｙ

を求める。この制限値ｙは、例えば光源ランプ３８の照

度が高い場合の３０％からその照度が低くなるに連れて

小さくなる値０％に設定され、このような制限値にて上

記絞り３６の最大開口量が制限制御される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 照 明 光 用 の 光 源 ラ ン プ を 有 す る 光 源 部 と 、 内 視 鏡 先 端 部 の 発 熱 を 抑 制 す る た め に 、 上 記
光 源 部 か ら 出 力 さ れ る 照 明 光 の 最 大 光 量 を 制 限 す る 絞 り 駆 動 機 構 と 、 を 含 む 内 視 鏡 装 置 に
お い て 、
　 取 付 け ・ 交 換 し た 上 記 光 源 ラ ン プ の 照 度 デ ー タ を 入 力 す る た め の 照 度 デ ー タ 入 力 手 段 と
、
　 こ の 照 度 デ ー タ 入 力 手 段 に て 入 力 さ れ た 照 度 デ ー タ に 基 づ き 、 上 記 光 源 ラ ン プ を 取 付 け
・ 交 換 し た 上 記 光 源 部 の 出 力 最 大 光 量 の 制 限 値 を 求 め 、 そ の 制 限 値 に て 上 記 絞 り 駆 動 機 構
を 制 御 す る 制 御 回 路 と 、 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 光 源 部 の 出 力 最 大 光 量 の 制 限 値 は 、 上 記 光 源 ラ ン プ の 照 度 が 高 い 場 合 の 最 大 値 か ら
そ の 照 度 が 低 く な る に 連 れ て 小 さ く な る 値 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内
視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 視 鏡 装 置 、 特 に 内 視 鏡 先 端 部 の 温 度 を 被 観 察 体 に 影 響 を 与 え な い 値 に 維 持 す
る た め に 光 源 ラ ン プ か ら 出 力 さ れ る 照 明 光 を 絞 り 機 構 で 制 限 す る 内 視 鏡 装 置 の 構 成 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 装 置 （ 電 子 内 視 鏡 装 置 ） は 、 例 え ば 光 源 装 置 の 光 源 ラ ン プ か ら 出 力 さ れ る 照 明 光
を 被 観 察 体 （ 内 ） に 照 射 し 、 内 視 鏡 （ ス コ ー プ ） の 挿 入 先 端 部 に 配 置 し た 対 物 光 学 系 で 得
ら れ る 被 観 察 体 像 を 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ （ Charge Coupled Device） 等 の 固 体 撮 像 素 子 に よ っ て
撮 像 す る こ と に よ り 、 被 観 察 体 の 映 像 を モ ニ タ 画 面 上 で 観 察 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の 内 視 鏡 装 置 で は 、 内 視 鏡 先 端 部 が 先 端 面 か ら の 照 明 光 照 射 時 に 発 熱 す る こ と か
ら 、 こ の 先 端 部 の 温 度 は 被 観 察 体 に 接 触 し て も 損 傷 等 を 与 え な い よ う な 温 度 に す る 必 要 が
あ り 、 従 来 で は 、 光 源 装 置 の 光 源 ラ ン プ の 出 力 最 大 光 量 を 一 律 に 例 え ば ３ ０ ％ 制 限 す る こ
と が 行 わ れ る 。 即 ち 、 光 源 装 置 に 設 け ら れ た 光 量 絞 り の 駆 動 （ 可 動 ） 上 限 位 置 を 最 大 開 口
量 の ７ ０ ％ の 位 置 ま で と し 、 こ れ を 超 え な い よ う に 制 御 す る こ と に よ り 、 大 光 量 の 照 明 光
が 先 端 部 へ 導 か れ な い よ う に し て 先 端 部 の 温 度 を 所 定 値 （ 例 え ば ５ ０ ℃ 程 度 ） 以 下 に 維 持
し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ ‐ ２ ８ １ ８ ６ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 内 視 鏡 装 置 で は 、 上 述 の よ う に 、 光 源 ラ ン プ の 出 力 最 大 光 量 を 一
律 に 例 え ば ３ ０ ％ 制 限 し て い る こ と 、 ま た 光 源 ラ ン プ に は そ の 種 類 に よ っ て 輝 度 差 が あ る
と 共 に 同 一 種 類 で も そ の 輝 度 に 個 体 差 が あ る こ と か ら 、 中 輝 度 或 い は 低 輝 度 の ラ ン プ の 場
合 は 、 高 輝 度 の ラ ン プ の 場 合 に 比 べ る と 、 照 明 に 必 要 な 輝 度 を 維 持 で き な い レ ベ ル 、 即 ち
照 明 の 明 る さ が 足 り な い 状 態 に 達 す る の が 早 く な り 、 結 果 と し て ラ ン プ 寿 命 が 短 く な る と
い う 問 題 が あ っ た 。 こ の た め 、 中 輝 度 或 い は 低 輝 度 の 光 源 ラ ン プ で は 、 映 像 の 明 る さ を 維
持 す る た め に 映 像 信 号 の ゲ イ ン を 上 げ る こ と も 必 要 と な り 、 こ の 場 合 に は 、 Ｓ ／ Ｎ 比 が 悪
く な っ て 画 質 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 取 付 け ・ 交 換 時 の 光 源
ラ ン プ の 輝 度 に 対 応 し た 制 限 値 で 出 力 最 大 光 量 を 制 限 す る こ と に よ り 、 中 輝 度 又 は 低 輝 度
ラ ン プ に お い て 照 明 に 必 要 な 輝 度 が 得 ら れ る 寿 命 を 延 ば し 、 良 好 な 画 質 の 被 観 察 体 を 観 察
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す る こ と が で き る 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 照 明 光 用 の 光 源 ラ ン プ を 有 す る 光 源 部
と 、 内 視 鏡 先 端 部 の 発 熱 を 抑 制 す る た め に 、 上 記 光 源 部 か ら 出 力 さ れ る 照 明 光 の 最 大 光 量
を 制 限 す る 絞 り 駆 動 機 構 と 、 を 含 む 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 取 付 け ・ 交 換 し た 上 記 光 源 ラ ン
プ の 照 度 デ ー タ を 入 力 す る た め の 照 度 デ ー タ 入 力 手 段 と 、 こ の 照 度 デ ー タ 入 力 手 段 に て 入
力 さ れ た 照 度 デ ー タ に 基 づ き 、 上 記 光 源 ラ ン プ を 取 付 け ・ 交 換 し た 上 記 光 源 部 の 出 力 最 大
光 量 の 制 限 値 を 求 め 、 そ の 制 限 値 に て 上 記 絞 り 駆 動 機 構 を 制 御 す る 制 御 回 路 と 、 を 設 け た
こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 上 記 光 源 部 の 出 力 最 大 光 量 の 制 限 値 は 、 上 記 光 源 ラ ン プ の 照 度 が 高
い 場 合 の 最 大 値 か ら そ の 照 度 が 低 く な る に 連 れ て 小 さ く な る 値 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 新 し い 光 源 ラ ン プ の 光 量 を 測 定 し た 検 査 デ ー タ に 基 づ き 、 そ の ラ
ン プ の 照 度 デ ー タ を キ ー ボ ー ド 等 に よ り 入 力 す る と 、 制 御 回 路 で あ る マ イ コ ン は 、 こ の 照
度 デ ー タ を 用 い て 例 え ば プ ロ グ ラ ム 上 の 所 定 の 演 算 を 行 う こ と に よ っ て 出 力 最 大 光 量 の 制
限 値 を 求 め る 。 こ の 制 限 値 は 、 高 輝 度 ラ ン プ の 場 合 は ３ ０ ％ と し 、 中 輝 度 か ら 低 輝 度 の ラ
ン プ に な る に 連 れ て 、 ２ ０ ％ → １ ０ ％ → ０ ％ と い う よ う に 、 小 さ い 値 と な り 、 こ の よ う な
制 限 値 に 基 づ い て 絞 り の 開 口 量 が 制 御 さ れ る 。 こ の 結 果 、 低 輝 度 の ラ ン プ で あ る 程 、 そ の
発 生 光 が 照 明 光 と し て 利 用 さ れ る 割 合 が １ ０ ０ ％ に 近 く な り 、 こ れ に よ っ て 、 所 定 輝 度 が
維 持 で き る ラ ン プ の 寿 命 を 延 ば す こ と が で き 、 従 来 よ り も 長 期 間 に 亘 っ て 明 る い 画 像 を 得
る こ と が 可 能 に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 に よ れ ば 、 取 付 け ・ 交 換 時 の 光 源 ラ ン プ の 輝 度 に 対 応 し た 制 限 値 で 光 源
部 の 出 力 最 大 光 量 を 制 限 す る こ と に よ り 、 中 輝 度 又 は 低 輝 度 ラ ン プ に お い て 照 明 に 必 要 な
輝 度 が 得 ら れ る 寿 命 を 延 ば す こ と が で き 、 被 観 察 体 を Ｓ ／ Ｎ 比 の よ い 良 好 な 画 質 の 下 で 観
察 す る こ と が 可 能 に な る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に は 、 実 施 例 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 の 構 成 が 示 さ れ て お り 、 図 示 さ れ る よ う に 、 電
子 内 視 鏡 装 置 は 、 被 観 察 体 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 １ ０ Ａ を 有 す る 内 視 鏡 （ ス コ ー プ ） １ ０
、 こ の 内 視 鏡 １ ０ か ら 供 給 さ れ た 信 号 に つ き 各 種 の 映 像 処 理 を 施 す プ ロ セ ッ サ 装 置 （ 部 ）
１ ２ 、 照 明 光 を 出 力 す る 光 源 装 置 １ ３ 、 モ ニ タ １ ４ 、 及 び 光 源 ラ ン プ の 照 度 デ ー タ （ 数 値
） 、 文 字 等 の 入 力 を 行 う キ ー ボ ー ド １ ５ 等 か ら な り 、 上 記 内 視 鏡 １ ０ に は 、 光 源 装 置 １ ３
か ら 出 力 さ れ る 照 明 光 を 挿 入 部 １ ０ Ａ の 先 端 ま で 導 く ラ イ ト ガ イ ド １ ６ が 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 上 記 内 視 鏡 １ ０ に は 、 そ の 挿 入 部 １ ０ Ａ の 先 端 部 に 対 物 光 学 系 １ ８ 及 び 固 体 撮 像
素 子 で あ る Ｃ Ｃ Ｄ ２ ０ が 配 置 さ れ 、 更 に こ の Ｃ Ｃ Ｄ ２ ０ を 駆 動 す る Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 回 路 ２ １ 、
上 記 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ０ の 出 力 信 号 を サ ン プ リ ン グ す る Ｃ Ｄ Ｓ （ 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ ） 回 路 ２ ２
、 Ｐ Ｇ Ａ （ 可 変 ゲ イ ン ア ン プ ） 回 路 ２ ３ 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ２ ４ 、 こ れ ら の 各 回 路 を 統 括 制 御
す る マ イ コ ン ２ ５ 及 び 各 種 の 制 御 デ ー タ 等 を 格 納 す る メ モ リ （ Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ） ２ ６ が 設 け
ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 内 視 鏡 １ ０ が 電 気 的 に 接 続 さ れ る プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ に は 、 上 記 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ２ ４
か ら 出 力 さ れ た デ ジ タ ル 映 像 信 号 に 対 し 、 各 種 の 映 像 処 理 を 施 す Ｄ Ｓ Ｐ （ デ ジ タ ル シ グ ナ
ル プ ロ セ ッ サ ） ２ ９ 、 こ の Ｄ Ｓ Ｐ ２ ９ の 出 力 に 対 し そ の 他 の 各 種 の 映 像 処 理 （ 出 力 処 理 等
） を 施 す 信 号 処 理 回 路 ３ ０ 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ３ １ 、 こ れ ら の 各 回 路 を 統 括 制 御 す る マ イ コ ン
３ ２ 、 及 び 照 度 デ ー タ に 基 づ い て 光 源 ラ ン プ の 制 限 値 を 演 算 す る た め の 演 算 式 プ ロ グ ラ ム
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等 を 格 納 す る メ モ リ （ Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ） ３ ３ 等 が 設 け ら れ る 。 即 ち 、 上 記 マ イ コ ン ３ ２ は 上 記 キ
ー ボ ー ド １ ５ か ら 入 力 さ れ た 光 源 ラ ン プ の 照 度 デ ー タ と 上 記 メ モ リ ３ ３ に 格 納 さ れ た 演 算
式 に 基 づ い て 、 光 源 ラ ン プ の 制 限 値 （ 制 限 割 合 ） を 演 算 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 内 視 鏡 １ ０ の ラ イ ト ガ イ ド １ ６ が 光 学 的 に 接 続 さ れ る 光 源 装 置 １ ３ に は 、 絞 り （ 羽
根 ） ３ ６ 、 こ の 絞 り ３ ６ を 駆 動 し そ の 開 口 量 を 調 整 す る 絞 り 駆 動 回 路 ３ ７ 、 ハ ロ ゲ ン ラ ン
プ や キ セ ノ ン ラ ン プ 等 の 光 源 ラ ン プ ３ ８ 及 び こ の 光 源 ラ ン プ ３ ８ を 点 灯 制 御 す る ラ ン プ 点
灯 回 路 ３ ９ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ に は 、 上 記 マ イ コ ン ３ ２ で 演 算 さ れ る 制 限 値 と 照 度 の 関 係 が 示 さ れ て お り 、 実 施 例
で は 、 光 源 ラ ン プ ３ ８ の 照 度 が ３ ５ ０ ル ク ス （ ｌ ｘ ） 以 上 で あ る と き の 制 限 値 （ 割 合 ） を
３ ０ ％ と し 、 ２ ７ ０ ル ク ス の 以 下 で あ る と き の 制 限 値 を ０ ％ に 設 定 し て い る 。 即 ち 、 光 源
ラ ン プ ３ ８ の 照 度 を ｘ と す る 次 の 演 算 式 に よ っ て 、 制 限 値 ｙ が 求 め ら れ る 。
　 ｙ ＝ ０ ． ３ ７ ５ ｘ － １ ０ １ ． ２ ５ 　 　 （ ％ ）
【 ０ ０ １ ４ 】
　 実 施 例 は 以 上 の 構 成 か ら な り 、 新 し い 光 源 ラ ン プ ３ ８ を 光 源 装 置 １ ３ に 取 付 け 又 は 交 換
し た 際 に は 、 そ の 光 源 ラ ン プ ３ ８ を 購 入 し た と き に 添 付 さ れ た 検 査 成 績 書 等 に 記 載 さ れ た
照 度 値 （ 光 源 ラ ン プ ３ ８ の 照 度 を 計 測 器 で 実 際 に 測 定 し た 値 で も よ い ） を 、 キ ー ボ ー ド １
５ に よ っ て 装 置 に 入 力 す る 。 そ う す る と 、 マ イ コ ン ３ ２ で は そ の 照 度 値 を メ モ リ ３ ３ に 格
納 し た 上 記 演 算 式 の ｘ に 代 入 す る こ と に よ り 、 上 記 演 算 式 の 制 限 値 ｙ が 求 め ら れ 、 こ の 制
限 値 ｙ の 制 御 信 号 が 光 源 装 置 １ ３ の 絞 り 駆 動 回 路 ３ ７ へ 供 給 さ れ 、 こ の 絞 り 駆 動 回 路 ３ ７
で は 、 制 限 値 ｙ と な る よ う に 絞 り ３ ６ の 開 口 量 が 制 限 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 例 え ば 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 実 施 例 で は 、 交 換 し た 光 源 ラ ン プ ３ ８ の 照 度 値 が ３ ５
０ ル ク ス で あ る と き 、 制 限 値 ｙ ＝ ３ ０ ％ 、 照 度 値 が ３ １ ０ ル ク ス で あ る と き 、 ｙ ＝ １ ５ ％
、 照 度 値 が ２ ７ ０ で あ る と き 、 ｙ ＝ ０ ％ と な る 。 従 っ て 、 照 度 値 が ３ ５ ０ ル ク ス 以 上 の と
き 、 絞 り ３ ６ の 最 大 開 口 量 が ３ ０ ％ 制 限 さ れ 、 こ の 絞 り ３ ６ は 最 大 開 口 量 の ７ ０ ％ 以 下 の
範 囲 内 で 動 作 し 、 照 度 値 が ３ １ ０ ル ク ス の と き 、 最 大 開 口 量 が １ ５ ％ 制 限 さ れ 、 絞 り ３ ６
は 最 大 開 口 量 の ８ ５ ％ 以 下 の 範 囲 内 で 動 作 し 、 照 度 値 が ２ ７ ０ ル ク ス の と き 、 最 大 開 口 量
が ０ ％ 制 限 さ れ 、 絞 り ３ ６ は 最 大 開 口 量 １ ０ ０ ％ の 範 囲 内 で 動 作 す る こ と に な り 、 光 源 ラ
ン プ ３ ８ が 低 輝 度 で あ る 程 、 小 さ い 制 限 値 で 光 源 ラ ン プ ３ ８ の 出 力 光 が 照 明 光 と し て 利 用
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ に は 、 光 源 ラ ン プ ３ ８ の 輝 度 と 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ Ａ の 先 端 部 照 明 光 量 と の 関 係 が 示
さ れ て い る 。 こ の 図 ３ は 、 １ ２ ０ ル ク ス の 低 輝 度 ラ ン プ 、 ２ ７ ０ ル ク ス の 中 輝 度 ラ ン プ 、
３ ５ ０ ル ク ス の 高 輝 度 ラ ン プ の そ れ ぞ れ の 先 端 部 照 明 光 量 を 測 定 し た も の で あ り 、 グ ラ フ
線 １ ０ １ は 光 量 制 限 を し な い と き 、 グ ラ フ 線 １ ０ ２ は 従 来 と 同 様 に 光 量 制 限 を 一 律 に ３ ０
％ と し た と き の 状 態 で あ り 、 グ ラ フ 線 １ ０ ３ が 実 施 例 の 制 限 値 で 制 御 し た と き の 状 態 で あ
る 。 即 ち 、 挿 入 部 １ ０ Ａ の 先 端 部 で の 低 輝 度 と 中 輝 度 の 光 源 ラ ン プ ３ ８ の 照 明 光 量 （ グ ラ
フ 線 １ ０ ３ ） は 、 光 量 制 限 を し な い と き （ グ ラ フ １ ０ １ ） と 同 等 と な り 、 中 輝 度 か ら 高 輝
度 の 間 の 光 源 ラ ン プ ３ ８ で は 、 光 量 制 限 し な い と き （ グ ラ フ １ ０ １ ） と 光 量 制 限 す る と き
（ グ ラ フ １ ０ ２ ） の 中 間 と な り 、 高 輝 度 以 外 の 中 輝 度 或 い は 低 輝 度 の 光 源 ラ ン プ ３ ８ の 先
端 部 照 明 光 量 を 従 来 に 比 べ て 高 く で き る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に し て 、 高 輝 度 以 外 の 光 源 ラ ン プ ３ ８ に お い て は 、 光 源 装 置 １ ３ か ら の 出 力 光
量 を 制 限 し 過 ぎ る こ と な く 有 効 に 照 明 光 と し て 利 用 す る こ と が で き 、 こ の 結 果 、 照 明 に 必
要 な 輝 度 を 維 持 で き な い レ ベ ル に 至 る ま で の ラ ン プ の 寿 命 を 延 ば す こ と が 可 能 に な る 。 な
お 、 図 ３ の 挿 入 部 １ ０ Ａ の 先 端 部 照 明 光 量 は 、 こ の 先 端 部 の 温 度 に 略 比 例 し て お り 、 光 量
制 限 を 緩 和 し た 光 源 ラ ン プ ３ ８ を 使 用 し た と き の 先 端 部 温 度 が 、 光 量 制 限 し た 高 輝 度 の 光
源 ラ ン プ ３ ８ を 使 用 し た と き の 温 度 よ り も 高 く な る こ と は な い 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 実 施 例 で は 、 出 力 最 大 光 量 の 制 限 値 を 照 度 ２ ７ ０ ル ク ス で ０ ％ 、 ３ ５ ０ ル ク ス で ３ ０ ％
と し た が 、 こ れ ら の 値 は 、 そ の 他 の 任 意 の 値 に 設 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 こ の 制
限 値 を 照 度 値 に 基 づ く 上 記 演 算 式 に よ っ て 求 め る よ う に し た が 、 各 照 度 値 に 対 応 す る 各 制
限 値 を テ ー ブ ル デ ー タ と し て メ モ リ に 記 憶 し 、 入 力 さ れ た 照 度 値 に 対 応 す る 制 限 値 を 読 み
出 し て 設 定 す る よ う に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 電 子 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 の 光 源 部 の 出 力 最 大 光 量 の 制 限 値 の 設 定 状 態 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 の 光 源 ラ ン プ で 光 量 制 限 し た と き の 先 端 部 の 照 明 光 量 を 、 従 来 の 光 量 制 限
あ り の 場 合 及 び 光 量 制 限 な し の 場 合 と の 比 較 で 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ ０ … 内 視 鏡 、 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ Ａ … 挿 入 部 、
　 １ ５ … キ ー ボ ー ド 、 　 　 　 　 　 　 １ ６ … ラ イ ト ガ イ ド 、
　 ２ ０ … Ｃ Ｃ Ｄ 、 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ５ ， ３ ２ … マ イ コ ン 、
　 ２ ６ ， ３ ３ … メ モ リ 、 　 　 　 　 　 ３ ６ … 絞 り 、
　 ３ ７ … 絞 り 駆 動 回 路 、 　 　 　 　 　 ３ ８ … 光 源 ラ ン プ 、
　 ３ ９ … ラ ン プ 点 灯 回 路 。
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要解决的问题：通过将输出最大光量限制为与附接/交换中的光源灯的亮
度相对应的极限值，来延长获得中亮度或低亮度灯中的照明所需的亮度
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数据时，通过y = 0.375x-101.25的操作表达式获得极限值（比率）y，其
中，插入部分10A和光圈驱动电路37通过键盘15输入。照度值是x。当光
源灯38的照度高时，极限值y设定为30％，例如当照度变低时，极限值y
设定为0％，并且膜片36的最大孔径受到这样的限制和控制。限制值。Ž
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